
札幌市青少年山の家使用料納入の特例取扱要領 

平成１７年１０月１４日教育長決裁   

 （目的） 

第１条 この要領は、札幌市青少年山の家条例（平成元年条例第１９号。以下「条例」という。）第５条第

１項及び条例施行規則（平成元年教育委員会規則第１１号。以下「規則」という。）第２条第２項の規定

に基づく青少年山の家（以下「山の家」という。）使用料納入の特例取扱いについて、必要な事項を定め

ることを目的とする。 

 (後納) 

第２条 規則第２条第２項ただし書により使用料の使用後の納付を認めるものは、官公庁並びに官公庁に

準ずるものとする。 

 （取扱手続） 

第３条 前条の使用料の後納にかかる取扱手続きは、使用後に納入通知書を発行する。 

 （使用の取消し） 

第４条 第２条の規定により使用料納入の特例の適用を受けた者が、規則第４条第３号に定める使用日の

５日前を超えて、使用者の都合により使用の取消しを申し出た場合は、使用料の全額をただちに納入さ

せることとする。 

 

  附 則 

  この要領は、平成１７年１０月１４日より施行する。 
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